
「競争」から「共創」へ
～中小規模の製紙会社が目指す循環型社会への取組み～

山陽製紙株式会社
営業部/山﨑貴史
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山陽製紙株式会社
創業 :昭和3年
設立 :昭和32年 12月
所在 :大阪府泉南市男里
代表 :原田 六次郎
社員数 :44名(2023年2月現在)
取扱製品:工業用クレープ紙製造

新事業 PELP!
crep
SUMIDECO
オーダーメイド混抄紙
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紙をつくるには

①原料(木材など) ③水

④熱②電気(エネルギー)



紙の製造手順
①原料を造る ②原料を抄く ③乾燥させる



※紙を1t作るために必要な資源
①木材 ②水 ③エネルギー

約30本(15cm×8m) 約100t 約850kWh

※さらに製造過程で約1,250kgのCO2を排出すると試算されている
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縮小する製紙業界

引用元:日本製紙連合会

さらにペーパーレス化や当社市場の縮小も拍車をかけた。

リーマンショック

新型コロナウイルス



様々な課題を抱える製紙業を営む上で、
設立100周年をどのようにむかえるべきか。

設立50周年(2007年)次に…



経営理念を刷新
設立100周年を迎えた時、今よりも更に緑豊かな地球、様々な生命の宿る地球であることを目指して

私たちは紙創りを通してお客様と喜びを共有し、
環境に配慮した循環型社会に貢献します

一、私たちは、希少価値のある紙をお客様と共に創ります。
一、私たちは、お客様と共に成⾧発展することを喜びとします。
一、私たちは、資源として使った地球の財産を守り、再生し、循環型社会に貢献します。

自然と共に生きる永続企業を目指して

地球の財産を生かし、自然と共に生きる永続企業
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環境に配慮した紙創りへ



①原料

100%古紙を原料として使用



②エネルギー

⾧野県・水芭蕉水力発電所で精製される
再生可能エネルギー(FIT電気)を製紙会社として初めて使用



③水

バクテリア、砂、活性炭の３段階の浄化設備を導入し、
排水を魚が棲める水質まで浄化して放流



今日のメニュー
ー製品展開ー



工業用クレープ紙「crep paper」から生まれた、
おしゃれで楽しいアイテム



炭化させた種などを紙に抄き込み、
炭が持つ優れた機能を生かした紙



「こんな紙はできないか」に
お応えするオーダーメイドの紙



紙の“所有”から“使用”へ

コピー用紙を資源に変えるアップサイクルサービス



－5つのポイント－

アップサイクル

KAMITORE

シュレッダーレス

1% FOR THE PLANET

FSC認証紙



• 会員企業・団体数 1,076団体
• 再生重量 73.7t
• CO2削減量 118.7t
• 森林伐採削減量 1474.7本
• カーボンオフセット費 59.4万円

(2023年2月現在)



• 2022/11/24
第4回PELP!パートナーミーティング開催

－新しい取り組み①－



• 2022/9/27
第1回PELP!パートナーワークショップ開催

－新しい取り組み②－
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山陽製紙とSDGs

経営理念の具現化の先に自ずとゴールが繋がっている。



環境配慮製品

環境配慮工程

山陽製紙の
紙創り



人材育成と主な活動①「ドリカムスクール」

NPO法人JAE様との協働事業ドリカムスクール（キャリア教育推進活動）

・地元の小学校への出前授業（今期7年目）
・子供達に自分の仕事や夢を語ることで自社や仕事に誇りと使命感を持つことができる
・子供達は大人になる事に夢を持つことができる



人材育成と主な活動②「男里川の清掃活動」

大阪府の「アドプトリバー」として毎月１回日曜日に清掃活動を継続中

・若手社員の有志で工場の隣を流れる紙創りの為の原料供給減でもある男里川の清掃をスタートする
・現在は社員や家族、地域の人達と「男里川の自然を守る会」を結成し活動



人材育成と主な活動③「エコピープルの育成」

環境課題を自分事に捉え、課題解決を自主的に推進する為の知識を身に着ける。

・全社員でeco検定、CSR検定に挑戦
・eco検定 合格率88%、CSR検定 合格率56%(3級以上)※4級を含むと98%



理念祭



•社内でのSDGsバリューチェーン

山陽製紙の
バリューチェーンマッピング



社員一人一人がより責任や自覚を持つために…



近年の各認証制度への取組み

• 2008年～ エコアクション21認証取得

• 2019年～ RE Actionに参加

• 2020年 FSC®CoC認証取得

• 2022年 国内中小企業の製紙業としては初のSBT認定



今日のメニュー
1 山陽製紙について
2 製紙業と環境負荷
3 私たちが存続する為の転換点
4 環境に配慮した紙づくりへー工程と製品ー
5 山陽製紙とSDGs
6 現状の課題とまとめ

Index



私たちは紙創りを通してお客様と喜びを共有し、
環境に配慮した循環型社会に貢献します

現状の課題

・認知も徐々に広がり増加するインプット量に対するアウトプットのアイデア、出口の創出
＝更なる商品開発や外部との連携強化

①循環を促進させる働きかけ

②紙以外分野での問題解決
・自社で対応できることは紙関連だが、お客様の要望は多岐に溢れている。
＝分野を超えたソリューションの展開や問題解決能力の向上

共創展開の推進



PELP!を介した3社間での業務連携
同じ志のもと、互いの⾧所を持ち寄り、
より広範な展開へ。

回収した資源で
紙づくり

中小企業への環境
コンサルティング

様々なアイテムへ
アップサイクル



‟競争“から”共創“へ…

循環型社会の実現は私たちの力だけでは到底足りません。
同じ想いや価値観を共感していただける、他企業、団体の皆様と手を取り合って
これからの問題に力を合わせて適材適所で取り組んで対処していきたいと考えます。
業界に捕らわれない横断的な取組みを通じ、それぞれの得意分野や課題を共有し、
新しい付加価値とストーリーを創出し、再びお客様のもとへ還るしくみ作りを目指します。

製紙業からサーキュラーエコノミープラットフォーム企業を目指して



ご清聴いただきありがとうございました。


